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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
町
民
の
皆
様
に
は
新
し
い
年
を
迎
え
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
国
内
、
国
外
と
も
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
国
内
で
は
、
一
月
一
日
石
川

県
能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
大
地
震
、
九
月
の
大
雨
に
よ
る
大
被
害
、
国
政
で
は
、
十

月
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
り
、
与
党
が
過
半
数
割
れ
し
ま
し
た
が
自
民
党
総
裁
の
石

破
茂
総
裁
が
誕
生
し
ま
し
た
。
政
局
の
か
じ
取
り
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
、
私

た
ち
国
民
が
今
以
上
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
外
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
戦
争
が
続
い
て
い
る
所
が
あ
り
、
胸
が
痛
み
ま
す
。

　
当
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
、
二
月
に
町
長
選
挙
と
町
議
の
補
選
の
選
挙
が
あ
り
、
町

長
に
は
仙
海
直
樹
町
長
が
当
選
さ
れ
、
町
議
の
補
選
で
は
無
投
票
で
二
名
の
方
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
五
月
に
町
議
会
議
員
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
二
元
代
表

制
に
お
け
る
町
の
大
事
な
選
挙
で
す
。

　
私
は
、
選
挙
が
あ
っ
て
こ
そ
町
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
と
考
え
ま
す
。
男
女
や
、
年

齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の
考
え
方
を
も
ち
、
町
の
活
性
化
や
地
域
を
よ
く
し
た
い
と

思
う
方
、
町
の
た
め
に
汗
を
か
き
た
い
と
思
う
方
は
ぜ
ひ
立
候
補
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
私
ど
も
議
会
も
町
執
行
部
と
一
緒
に
な
っ
て
町
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
、
議
会
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、町
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
　
中
　
野
　
勝
　
正
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可決した補正予算

一般会計補正予算（第８号）
主な歳入 主な歳出

・地方交付税普通分追加 � ����  1億8,597万円
・子どものための教育・保育給付費負担金追加
　　　　　　　　　　　　　     ����� 379万円
・５年災中学校施設災害復旧事業負担金
　　　　　　　　　　　　　     ����� 176万円
・防災・安全交付金減 � ������� ▲500万円
・道路メンテナンス事業費補助金減 ��� ▲115万円
・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　　　　　     ���� 1,334万円
・財政調整基金繰入減 � �����  ▲2億695万円
・多世代交流館事業債追加 � ������ 210万円
・道路橋りょう整備事業債減 � ��� ▲1,020万円

・ガバメントクラウド利用料減 � ���  ▲469万円
・国民健康保険事業特別会計繰出金減 ���  ▲247万円
・小木之城保育園保育実施委託料追加 ���  623万円
・町幸せを運ぶコウノトリ祝金追加 � ��  170万円
・町鳥獣被害防止対策協議会負担金追加 ��  101万円
・町主食用米販売継続応援事業補助金減 ��  ▲975万円
・小木ノ城休憩所トイレ改修工事 � ��� 154万円
・町道物件補償料減 � �������� ▲130万円
・道路測量設計監理業務委託料減 � �� ▲500万円
・道路新設改良舗装工事減 � ���� ▲1,250万円
・出小特別教室空調改修工事追加 � ��� 291万円
・ふるさと納税サイト使用料追加　���  121万円

一般会計補正予算（第９号）
主な歳入 主な歳出

・財政調整基金繰入追加 � ������  1,533万円 ・一般職員給追加 � ����������  537万円

議案15件を可決・承認
12月10日～13日（4日間）会 期1212月定例会月定例会

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
令 和 6 年 度 一 般 会 計 （第８号） ▲ 1,443万円 37億4,931万円
令 和 6 年 度 一 般 会 計（第９号） 1,531万円 37億6,463万円

特
別
会
計

国民健康保険事業（第２号） 5,304万円 5億4,440万円
国民健康保険事業（第３号） 20万円 5億5,460万円
介 護 保 険 事 業（第２号） 316万円 6億9,519万円
介 護 保 険 事 業（第３号） 51万円 6億9,570万円

公
営
企
業

会
　
　
計

簡 易 水 道 事 業（第２号） ▲ 111万円 2億8,961万円
簡 易 水 道 事 業（第３号） 15万円 2億8,977万円
下 水 道 事 業（第１号） 47万円 4億8,796万円

陳情 陳情第10号
年金積立金を活用して安心して生活できる公的年金を求める陳情 採　択審査

結果

可決された条例の一部改正(主なもの)　※議案第85・86・87号、発委第５号はいずれも人事院勧告によるもの
議案第78号 ■出雲崎町保健福祉総合センターふれあいの里設置及び管理に関する条例の一部改正
議案第85号 ■町職員の給与に関する条例の一部改正
議案第86号 ■町特別職で常勤の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正
議案第87号 ■町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
発委第５号 ■町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

細
ほ そ

山
や ま

　 宏
ひろし

 氏（勝見）
人権擁護委員の任命 （任期　令和７年４月１日～令和10年３月31日までの３年間）人

案

事

件

簡易水洗トイレに改修
寄付額の増加によるもの
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宮
下
議
員

 

イ
ノ
シ
シ
の
被
害

が
多
く
、
町
道
や
海
岸
地
区
で

も
見
ら
れ
る
。
農
作
物
の
被
害

だ
け
で
は
な
く
、
子
供
の
通
学

路
等
で
の
人
的
被
害
が
あ
る
と

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
現
在
は

イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
す
る
と
殺
処

分
を
し
て
い
る
が
、
食
肉
と
し

て
加
工
し
飲
食
店
に
依
頼
し
、

町
の
特
産
品
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

町
長

 

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。

　

猟
友
会
と
も
箱
罠
の
数
を
増

や
す
こ
と
や
、
イ
ノ
シ
シ
が
嫌

が
る
匂
い
を
放
つ
な
ど
の
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
食

肉
加
工
と
な
る
と
加
工
施
設
の

設
置
が
必
要
と
な
る
。

　

今
後
も
猟
友
会
と
協
力
し
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
の
対
策
を
検
討

し
て
い
く
。

町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
負
担
金
追
加

101万円

令
和
６
年
12
月
10
日

補
正
予
算

�

質
疑

承認した補正予算

一般会計補正予算（第７号）専決
主な歳入 主な歳出

・県緑のばんそうこう事業分担金追加��� 30万円
・県緑のばんそうこう事業補助金追加�� 150万円
・県緑のばんそうこう事業債追加���� 120万円
・衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査 
　委託金 � �������������� 568万円

・緑のばんそうこう工事追加　�����  300万円
　（大釜谷地区・常楽寺地区）
・衆議院議員総選挙及び最高裁判所
　裁判官国民審査費 � ���������  568万円

議案２件を可決・承認
10月30日（１日間）会 期1010月臨時会月臨時会

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
令 和 7 年 度 一 般 会 計 （第７号）【専決】 868万円 37億6,375万円

可決された議案
議案第77号
指定管理者の指定について（越後出雲崎天領の里）
指定管理者 ： 株式会社イドム
指定の期間 ： �令和７年４月１日から令和12年３月31日

までの５年間

※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

12月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

出雲崎町議会
YouTube チャンネル

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目

詳細は６ページ

1．庁舎増設事業のその後の経
過について

石川　豊 議員1 いし かわ　　  ゆたか

質問項目

詳細は７ページ

1．防災と減災に事前対策の強
化を

２．「仮称 観光推進会議」創設を

三輪　正 議員2 み　  わ 　     ただし

質問項目

詳細は８ページ

1．eスポーツによる地域振興に
ついて

２．イラストレーター起用による
ふるさと納税について

３．町内で結婚写真等を撮影す
るカップルへの支援について

中田孝信 議員3 なか   だ   たか  のぶ

質問項目

詳細は９ページ

1．空き家解体後の固定資産税
について

２．地籍調査後の課税について

小林玲子 議員4 こ  ばやしれい   こ

質問項目

詳細は10ページ

1．「総合戦略」について

高橋速円 議員5 たか  はし  そく えん

質問項目

詳細は11ページ

1．安全にスポーツを楽しめる空
間づくりについて

島 明日香 議員6 しま　 　あ 　 す 　 か
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※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

12月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

出雲崎町議会
YouTube チャンネル
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質問項目

詳細は６ページ

1．庁舎増設事業のその後の経
過について

石川　豊 議員1 いし かわ　　  ゆたか

質問項目

詳細は７ページ

1．防災と減災に事前対策の強
化を

２．「仮称 観光推進会議」創設を

三輪　正 議員2 み　  わ 　     ただし

質問項目

詳細は８ページ

1．eスポーツによる地域振興に
ついて

２．イラストレーター起用による
ふるさと納税について

３．町内で結婚写真等を撮影す
るカップルへの支援について

中田孝信 議員3 なか   だ   たか  のぶ

質問項目

詳細は９ページ

1．空き家解体後の固定資産税
について

２．地籍調査後の課税について

小林玲子 議員4 こ  ばやしれい   こ

質問項目

詳細は10ページ

1．「総合戦略」について

高橋速円 議員5 たか  はし  そく えん

質問項目

詳細は11ページ

1．安全にスポーツを楽しめる空
間づくりについて

島 明日香 議員6 しま　 　あ 　 す 　 か

12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察

5 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ７ 年 1 月 2 5 日第 1 2 6 号

出
雲
崎
中
学
校

交

流

会

一
般
質
問

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ



Q&A庁舎増設事業
　　　　その後の経過は ?

防災・医療・少子高齢化・
農漁業等への支援を優先する

町長

等
の
発
生
で
通
路
を
塞
ぎ
、
避

難
す
る
職
員
や
来
庁
者
を
危
険

に
さ
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

2
階
通
路
の
確
保
を
早
急
に
考

慮
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
す
る
。

石
川
石
川

 

一
昨
年
11
月
全
員
協

議
会
に
お
い
て
、
庁
舎
増
設
事

業
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
昨

年
2
月
の
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
町
長
行
政
報
告
の
中
で
本

事
業
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
観

点
か
ら
一
度
仕
切
り
直
し
し
た

い
旨
、
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
報
告
の
た
め
質
問
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
改
め
て
、「
様
々
な
観

点
か
ら
一
度
仕
切
り
直
し
と
し

た
い
」
と
い
う
理
由
は
何
か
、

更
に
今
後
本
事
業
の
計
画
・
予

定
の
有
無
は
ど
う
か
。

　

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

昨
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
防
災
・
津
波
対
策
を
優
先

順
位
と
考
え
た

町
長

 

町
の
５
年
後
、
10
年

後
に
必
要
な
ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
両

部
分
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る

か
、
整
理
し
て
い
た
が
、
昨
年

1
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
受
け
、
防
災
・
津
波
対
策

庁
舎
増
設
事
業
見
直
し
の

�

そ
の
後
の
経
過
を
伺
う

が
優
先
で
は
な
い
か
と
考
え

て
、
庁
舎
増
設
に
つ
い
て
は
仕

切
り
直
し
を
す
る
に
至
っ
た
。

　

ま
た
、
庁
舎
増
設
に
あ
た
っ

て
の
ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題
、
場

所
的
な
問
題
、金
額
的
な
問
題
、 

更
に
昭
和
46
年
の
建
設
で
既
に

53
年
が
経
過
し
て
い
る
建
物
に

増
設
す
る
こ
と
が
、
は
た
し
て

い
い
の
か
ど
う
か
考
え
た
。

　

山
積
す
る
町
の
課
題
を
考
え

た
と
き
、医
療
対
策
へ
の
投
資
、 

少
子
高
齢
化
対
策
へ
の
さ
ら
な

る
投
資
、
天
領
の
里
周
辺
の
整

備
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・

漁
業
に
対
す
る
支
援
等
優
先
項

目
が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
庁
舎

増
設
の
考
え
は
な
い
。

石
川
石
川

 
様
々
な
観
点
か
ら
一

度
仕
切
り
直
し
と
し
た
い
と
考

え
は
理
解
す
る
が
、
大
き
な
理

由
の
一
つ
に
庁
舎
の
手
狭
問
題

が
あ
る
。

　

分
庁
舎
化
と
い
う
考
え
は
ど

う
か
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

分
庁
舎
化
も

一
つ
の
選
択
肢
で
は
な
い
か

分
庁
舎
化
等
に
つ
い
て

�

考
え
を
整
理
し
て
い
く

町
長

 

事
業
の
優
先
順
位
を

検
討
し
つ
つ
、
分
庁
舎
化
等
に

つ
い
て
考
え
を
整
理
し
て
い
く
。

石
川
石
川

 

手
狭
な
た
め
2
階
通

路
（
廊
下
）
に
ロ
ッ
カ
ー
等
置

い
て
あ
り
、
人
が
行
き
交
う
こ

と
も
困
難
で
あ
り
、
ま
た
地
震

人が行き交うことも困難な２階廊下の状態

石川 　豊 議員

12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察
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Q&A防災と減災に
事前対策の強化を

「災害時協力井戸」に
登録を取組む

町長

に
勉
強
に
な
っ
た
。
受
入
れ
体

制
の
整
備
を
は
か
り
通
年
観
光

に
取
組
ん
で
い
く
。

　

観
光
推
進
会
議
創
設
の
要
望

だ
が
、
月
１
回
の
庁
議
や
必
要

に
応
じ
て
各
種
会
議
で
常
に
情

報
交
換
を
し
て
い
る
。

　

会
議
の
創
設
は
考
え
て
い
な

い
が
、
横
の
連
携
を
強
化
し

て
、
観
光
の
振
興
を
推
進
し
て

い
く
。

三
輪
三
輪

 

大
規
模
災
害
に
お
け

る
生
活
用
水
（
ト
イ
レ
、洗
濯
、

風
呂
）
の
確
保
の
た
め
「
井
戸

水
」
利
用
を
、火
災
時
に
は
池
、

用
水
地
の
所
有
者
等
と
事
前
に

町
と
登
録
す
る
な
ど
備
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長

 

大
規
模
災
害
時
、
生

活
用
水
の
確
保
は
大
事
だ
。
町

は
井
戸
の
全
体
的
に
把
握
し
て

い
な
い
が
今
後
、
取
組
ん
で
い

き
た
い
。

三
輪
三
輪

 
山
火
事
な
ど
大
規
模

火
災
の
消
防
ヘ
リ
の
訓
練
が
必

要
で
あ
る
。
水
の
確
保
な
ど
問

題
が
多
い
。

７
年
度
に
県
と

�

総
合
防
災
訓
練
実
施

町
長

 

県
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
１
機
を
運
航
し
、
県
内
各

消
防
本
部
な
ど
と
連
携
し
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
７
年
度
に

は
当
町
会
場
に
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
予
定
。

三
輪
三
輪

 

人
員
配
置
、備
蓄
品
、 

機
材
な
ど
避
難
所
運
営
に
問
題

な
い
か
。

町
長

 

避
難
所
ご
と
に
職
員

を
割
り
当
て
、
災
害
時
に
早
期

に
開
設
で
き
る
体
制
を
取
っ
て

い
る
。

　

施
設
の
指
定
管
理
者
は
協
定

で
災
害
発
生
時
に
は
迅
速
に
対

応
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
お
願
い

し
て
あ
る
。
備
蓄
品
は
町
内
６

カ
所
と
役
場
庁
舎
に
分
け
て
保

管
し
て
あ
る
。

三
輪
三
輪

 

今
年
は
「
佐
渡
島
の

金
山
」
が
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
な
り
「
金
銀
の
荷
揚
地
」
と

し
て
出
雲
崎
に
と
っ
て
観
光
推

進
に
生
か
す
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

11
月
17
日
の「
歴
史
ガ
イ
ド
」

に
参
加
し
て
、
出
雲
崎
の
歴

史
、
観
光
資
源
の
多
さ
に
驚
い

た
。
こ
れ
ら
資
源
を
結
び
つ
け

て
、
通
年
観
光
の
推
進
を
強
化

「
仮
称　
観
光
推
進
会
議
」

�

創
設
し

観
光
資
源
を
生
か
し
た

�

通
年
観
光
を

す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
産
業

観
光
課
、
教
育
委
員
会
、
観
光 

施
設
の
連
携
強
化
に
よ
っ
て
、

観
光
客
の
増
加
と
満
足
を
進
め

る
た
め
「
仮
称　

観
光
推
進
会

議
」
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る

が
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

 

11
月
の
「
歴
史
ガ
イ

ド
」
に
私
も
参
加
し
た
。
観
光

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、

歴
史
と
観
光
資
源
を
結
ぶ
説
明

用水池を利用した消火訓練

三輪 　正 議員

12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察

7 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ７ 年 1 月 2 5 日第 1 2 6 号

出
雲
崎
中
学
校

交

流

会

一
般
質
問

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ



Q&A①町内における e スポーツ振興について
②新たなふるさと納税返礼品について
③町内で結婚パーティなどを開く場合の
　補助金について

①導入した自治体への確認などをし、検討したい
②金額設定が不透明な点などがあるため、現状では不可
③�町としては不可。観光協会の方からアプローチするなど

してほしい

町長

中
田
中
田

 

全
世
界
的
に
急
成
長 

し
て
い
る
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
利

用
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
が
、

健
康
増
進
や
世
代
間
交
流
の
促

進
を
狙
い
、
町
内
に
お
い
て
推

進
し
て
い
く
つ
も
り
は
な
い
か
。

町
長

 

町
第
三
次
出
雲
崎
町

生
涯
学
習
計
画
推
進
計
画
の
中

に
具
体
的
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
計
画
は
な
い
が
、
世
界
的 

に
急
成
長
し
て
い
る
こ
と
、
手
指

を
使
う
こ
と
で
脳
を
刺
激
し
、

認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
や
地

域
社
会
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は

関
係
者
や
専
門
家
、
導
入
し
た

自
治
体
へ
の
確
認
、
意
見
交
換

等
を
し
、
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
な
ど
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

町
内
に
お
け
る

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

中
田
中
田

 

20
代
～
30
代
の
世
代

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
が
描
い
た
Ｎ
Ｆ
Ｔ

ア
ー
ト
を
返
礼
品
と
し
て
導
入

し
て
い
る
地
方
自
治
体
が
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
も
返
礼
品
と
し

て
追
加
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

町
長

 

現
在
、
三
ツ
目
株
式

会
社
と
共
に
地
場
産
品
を
利
用

し
た
返
礼
品
の
開
発
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
金
額
設

定
が
不
透
明
な
部
分
が
あ
る
イ

ラ
ス
ト
を
返
礼
品
に
加
え
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

新
た
な
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
つ
い
て

町
内
で
結
婚
パ
ー
テ
ィ
な
ど

を
行
う
新
婚
へ
の
補
助
金
に

つ
い
て

中
田
中
田

 

新
婚
向
け
に
移
住
促

進
の
説
明
を
し
、
説
明
を
受
け

た
こ
と
の
対
価
と
し
て
、
町
内

で
結
婚
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
、
夕

凪
の
橋
で
新
婚
写
真
を
撮
影
す

る
等
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金

を
出
す
こ
と
は
可
能
か
。

町
長

 

町
で
は
移
住
・
定
住

に
向
け
た
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
場
合
に
対
面
・
電
話
・
郵
送

な
ど
で
対
応
し
て
お
り
、
同
時

に
町
公
式
サ
イ
ト
ら
も
広
く
発

信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

パ
ー
テ
ィ
や
写
真
撮
影
等
へ

の
補
助
金
を
出
す
こ
と
は
移

住
・
定
住
の
支
援
策
と
し
て
相

応
し
い
と
は
思
え
な
い
た
め
、

新
た
な
制
度
と
し
て
検
討
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
町
と

し
て
で
は
な
く
、
観
光
協
会
の

方
か
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
な

ど
別
角
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
こ
と
も
、
ま
た
一
つ
の
方

法
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

eスポーツができるように設置されたパソコン(寺泊にて)

中田 孝信 議員

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ
12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問
出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察
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問



登記が完了した順に課税面積も変動する町長

Q&A空き家解体後の固定資産税について

地籍調査後の課税について

固定資産税は町にとって
基幹税目である

町長

小
林
小
林

 

地
籍
調
査
後
の
税
負

担
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
調
査

後
と
調
査
前
で
ど
の
く
ら
い
の

差
が
あ
る
の
か
確
認
し
て
い
る

か
。町

長

 

山
や
宅
地
に
よ
っ
て

状
況
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

小
林
小
林

 

当
他
市
町
村
で
は
、

面
積
が
減
っ
た
場
合
は
調
査
後

の
デ
ー
タ
、
面
積
が
増
え
た
場

合
は
調
査
前
の
デ
ー
タ
で
課
税

す
る
と
課
税
の
例
外
措
置
を
と

る
例
外
が
あ
る
。当
町
も
今
後
、

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長

 

既
に
地
籍
調
査
が
済

ん
で
い
る
地
域
も
あ
る
。
正
確

な
面
積
で
徴
収
し
て
い
る
の
で

例
外
措
置
は
む
ず
か
し
い
。

小
林
小
林

 

過
疎
化
や
高
齢
化
が

進
み
、
空
き
家
が
増
え
て
い
る
。

中
に
は
持
ち
主
が
適
切
な
管
理

が
で
き
ず
老
朽
化
し
危
険
な
空

き
家
に
な
っ
て
い
る
建
物
も
見

受
け
ら
れ
る
。
空
き
家
を
解
体

し
て
更
地
に
す
る
と
住
宅
用
地

特
例
の
適
用
が
な
く
な
り
固
定

資
産
税
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。
当
町
で
は
空
き
家
を
再
利

用
す
る
た
め
の
支
援
事
業
や
特

定
空
屋
等
の
解
体
支
援
事
業
は

あ
る
が
、
空
き
家
や
特
定
空
家

解
体
後
の
固
定
資
産
税
が
増
え

る
場
合
の
町
独
自
で
の
減
免
等

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
か

伺
う
。

町
長

 

現
在
、
当
町
の

空
屋
の
総
数
は
515
戸
で
あ

る
。
空
き
家
率
は
25
％
と

な
る
。
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
は
、
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
へ
の
登
録
や
空
家
等

再
生
活
用
支
援
事
業
補
助

金
制
度
を
利
用
し
て
い
た

空
き
家
解
体
後
の

�

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

だ
く
な
ど
、
空
き
家
の
利
活
用

の
促
進
に
務
め
て
い
る
。

　

当
町
と
し
て
は
、
固
定
資
産

税
が
町
に
と
っ
て
基
幹
税
目
で

あ
る
と
い
う
点
な
ど
を
踏
ま
え

空
き
家
の
解
体
に
よ
り
固
定
資

産
税
の
軽
減
対
象
と
な
ら
な
く

な
る
こ
と
が
空
き
家
の
解
体
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
、
そ
し
て
建
物
解
体

後
に
空
き
家
の
管
理
が
適
切
に

さ
れ
る
か
な
ど
も
考
慮
し
な
が

ら
引
き
続
き
情
報
収
集
に
務
め

る
。小

林
小
林

 

空
き
家
解
体
等
の
支

援
金
が
あ
る
が
、
解
体
後
の
税

金
対
策
に
至
る
ま
で
の
相
談
等

は
担
当
課
で
今
ま
で
受
付
け
た

こ
と
が
あ
る
の
か
。

担
当
課
長

 

空
き
家
を
解
体
し

た
際
に
土
地
の
税
金
に
つ
い
て

は
相
談
が
あ
れ
ば
担
当
課
で
回

答
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
、

空
き
家
を
管
理
し
て
い
る
方
か

ら
解
体
後
の
具
体
的
な
相
談
を

い
た
だ
い
た
こ
と
は
な
い
。

小
林
小
林

 

当
町
で
も
地
籍
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
全
地
域
の

調
査
の
終
了
時
期
は
数
十
年
後

と
聞
い
て
い
る
。
地
籍
調
査
が

行
わ
れ
る
と
土
地
の
正
確
な
位

置
や
境
界
、
土
地
の
境
界
線
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
が
、
土
地
の
面
積
が

増
え
、
税
負
担
が
増
え
る
こ
と

も
あ
る
。
地
籍
調
査
の
終
了
時

期
の
違
い
に
よ
り
、
税
負
担
に

不
公
平
が
生
じ
な
い
た
め
の
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
伺
う
。

町
長

 

地
籍
調
査
は
貴
重
な

土
地
、
財
産
を
守
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。

　

固
定
資
産
税
の
課
税
面
積

は
、
原
則
と
し
て
登
記
簿
に
登

記
さ
れ
て
い
る
面
積
に
よ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
調
査
後
の
正

確
な
面
積
が
翌
年
度
以
降
の
課

税
に
反
映
し
、
税
額
が
変
動
す

る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
説
明
会

で
も
説
明
し
て
い
る
。

地
籍
調
査
後
の
課
税
に

�

つ
い
て

小林 玲子 議員
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高橋 速円 議員

Q&A第 2 期「総合戦略」を
どう総括するのか？

コロナ渦でも
一定の成果は出せた

町長

高
橋
高
橋

 

今
年
度
で
終
了
す
る

第
2
期
総
合
戦
略
は
当
初
約
30

の
事
業
が
あ
っ
た
。
ど
う
総
括

す
る
？

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

町
長

 

子
育
て
や
定
住
支
援

の
実
施
で
転
入
超
過
で
推
移

し
、
一
定
の
成
果
は
出
せ
た
。

高
橋
高
橋

 

蓋
に
は
５
つ
、
荒

波
、
紙
風
船
、
お
け
さ
、
石
油

櫓
、
夕
日
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い

る
。
獅
子
舞
い
の
地
区
も
あ
る
。

　

特
に
夕
日
は
、
佐
渡
が
正
面

に
あ
っ
て
、
右
に
弥
彦
山
が
見

え
、
そ
こ
に
夕
日
が
沈
む
、
こ

れ
は
出
雲
崎
に
し
か
な
い
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
だ
！

　

要
は
出
雲
崎
の
魅
力
を
ど
う

創
り
あ
げ
る
か
だ
。

　

ほ
か
に
出
雲
崎
弁
や
出
雲
崎

大
祭
が
あ
る
。

　

総
合
戦
略
に
関
わ
る
事
業
を

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
ど
う

総
括
す
る
の
か
？

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
、

ご
存
じ
か
？

拡
げ
る
の
で
は
な
く
深
掘
り
し

特
化
で
き
な
い
か
。

課
題
の
解
決
に
向
け
た
検
討
が

必
要
だ

町
長

 

限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
も
目
標
達
成
の
た
め
事
業
を

展
開
し
て
き
た
。
少
子
化
は
ま

す
ま
す
厳
し
い
し
担
い
手
不
足

に
よ
る
後
継
者
問
題
、
医
療
、

教
育
問
題
な
ど
抱
え
て
い
る
課

題
解
決
に
向
け
た
施
策
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結果がともなうＰＲ！　できていない！

情報発信は、もうちょっと工夫したい町長

高
橋
高
橋

 

総
合
戦
略
で
各
課
が

い
ろ
い
ろ
取
組
ん
で
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
成

果
が
伴
わ
な
い
と
評
価
は
低
く

な
る
。
ど
う
し
た
ら
成
果
が
で

る
か
。

　

情
報
発
信
の
あ
り
方
が
問
題

な
の
か
。

結
果
が
で
な
い
か
ら

き
び
し
い
声
に
な
る

町
長

 

確
か
に
い
ま
情
報
提

供
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｙ
Ｏ

Ｕ　

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
、
Ｘ
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
町
の
情
報
発

信
に
努
め
て
い
る
。
結
果
が
つ

い
て
こ
な
い
と
き
び
し
い
。

　

も
う
ち
ょ
っ
と
工
夫
を
し
な

け
れ
ば
駄
目
だ
と
考
え
て
い
る
。

町
民
の
声
は
き
び
し
い
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Q&A自由にボールが使える広場を！
可能な限り改善する町長

障
が
い
の
あ
る
方
、
全
て
の
方

が
安
全
に
そ
し
て
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
場
の
整
備

と
工
夫
を
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
質
向
上
を

図
る教

育
長

 

既
存
の
事
業
や
施

設
の
有
効
活
用
、
水
泳
教
室
、

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ダ
ン
ス
講
座

の
よ
う
に
運
動
種
目
と
こ
ど
も

た
ち
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
こ
ど
も

同
士
を
つ
な
ぎ
自
由
に
主
体
的

に
遊
べ
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

島島

 

町
民
の
方
々
の
お
話

を
聞
く
中
で
、
町
の
こ
ど
も
た

ち
が
自
由
に
遊
べ
る
た
め
に
考

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が
多

く
、
嬉
し
く
思
っ
た
。
送
迎
し

な
く
て
も
、
近
所
の
公
園
や
広

場
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
が
自
由
に
で
き
て
、

地
域
で
温
か
く
見
守
り
育
て
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
こ
ど
も
た

ち
の
町
へ
の
愛
着
度
は
増
す
と

思
う
。
暖
か
い
季
節
に
、
ま
た

元
気
な
こ
ど
も
た
ち
の
声
が
聞

け
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

引
続
き
強
く
要
望
す
る

島島

 

「
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

も
安
全
で
、
周
囲
か
ら
苦
情
を

言
わ
れ
な
い
場
所
で
自
由
に
使

い
た
い
。」
町
の
児
童
や
保
護

者
か
ら
強
い
要
望
で
す
。
き
ら

り
の
お
ひ
さ
ま
ル
ー
ム
で
遊
び

た
い
と
き
は
、
４
～
６
年
生
は

利
用
申
込
書
を
提
出
し
、
緊
急

連
絡
先
を
登
録
し
て
お
け
ば
、

保
護
者
の
同
伴
な
し
で
も
利
用

で
き
ま
す
。
多
目
的
運
動
場
も

同
じ
よ
う
な
ル
ー
ル
を
設
け
て

良
い
の
で
は
な
い
か
。

利
用
方
法
や
改
善
に
つ
い
て 

検
討町

長

 

ボ
ー
ル
遊
び
に
特
化

し
た
日
を
設
け
た
り
、
中
央
公

民
館
の
駐
車
場
を
短
時
間
の

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

多
目
的
運
動
場
の
整
備
を

島島

 

良
寛
牛
乳
の
製
造
工

場
跡
地
に
新
設
、
ま
た
は
児
童

遊
園
の
環
境
や
使
用
の
き
ま
り 

を
整
備
、
さ
ら
に
は
野
球
場
や
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
な
ど
を 

整
備
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

保
護
者
の
気
持
ち
は

�

十
分
に
理
解
し
て
い
る

町
長

 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環

境
を
充
実
す
る
た
め
に
重
要
な

件
と
認
識
し
て
い
る
。し
か
し
、

既
存
施
設
の
維
持
管
理
や
新
し

い
用
地
確
保
が
難
し
い
。
整
備

し
た
ら
使
え
る
場
所
に
つ
い
て

は
話
し
合
っ
て
い
な
い
が
、
川

西
児
童
遊
園
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
予
算
確
保
に
努
め
て
お

り
、
整
備
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
公
園
の
看
板
表
記
に
つ

い
て
は
、
ど
う
い
う
形
で
ル
ー

ル
を
設
定
で
き
る
か
、
担
当
と

詰
め
て
検
討
す
る
。

島島

 

「
町
民
体
育
館
で
は

硬
い
ボ
ー
ル
を
使
え
な
い
し
、

広
い
緑
地
を
新
設
ま
た
は

�

既
存
の
広
場
の
整
備
を

屋
内
で
も
硬
い
ボ
ー
ル
が

�

使
え
る
場
所
の
確
保
を

天
気
が
悪
く
て
も
屋
内
で
野
球

の
練
習
が
で
き
る
場
所
が
あ
る

と
嬉
し
い
。」
小
学
生
と
の
意

見
交
換
で
聞
い
た
。
そ
の
よ
う

な
場
所
を
確
保
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

屋
内
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

町
長

 

屋
内
で
は
予
想
外
の

リ
ス
ク
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
、
町
民
体
育
館
は
、
床
や

壁
が
専
用
の
素
材
で
な
い
た
め

使
用
に
耐
え
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
コ
ー
チ
陣
が
大
勢
配

置
で
き
た
り
、
ボ
ー
ル
に
工
夫

を
し
て
使
用
を
許
可
し
て
い
る

団
体
も
あ
る
が
、
屋
内
で
の
利

用
を
控
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
他
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
考
え
る
時
間
が

ほ
し
い
。

島島

 

既
存
施
設
を
有
効
活

用
し
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向
け

た
今
後
の
取
組
は

島 明日香 議員

サッカー教室の
こどもたち

多目的運動場
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第１.2.3グループ／空家対策　第４グループ／少子化対策
第５グループ／高齢化対策　　第６グループ／担い手不足解消

出雲崎町のよりよい未来を提案する

　自分の要望を直接伝
えられて、貴重な体験
になった。

　ぼくたちの「あった
らいいな」を実現して
欲しい。

　私たちの意見や要望
を聞いてもらい、嬉し
かった。

　コンビニについて
は、いつも買う方なの
で売る方の事を考えて
いなかった。勉強に
なった。

　土地、人、お金の大
切さを学んだ。

後日、感想を添えてお手紙をいただきました。

議会の仕組みを知るこ
とができて良かった。
私たちが快適に過ごせ
る町づくりを頑張って
欲しい。

中学生の
感 想

　出雲崎中学校３年生の皆さんから、総合的な学習の成果発表として、町議会議員が「町づくり提案発表
会」にお招きをいただきました。
　総合学習の集大成として、しっかりした情報の下調べに基づき、実現するための課題に向き合った提案の
数々でした。教育目標達成の「豊かな心、たくましい実践」がここにも活きていると感じました。

　出雲崎中学校３年生の皆さんから、総合的な学習の成果発表として、町議会議員が「町づくり提案発表
会」にお招きをいただきました。
　総合学習の集大成として、しっかりした情報の下調べに基づき、実現するための課題に向き合った提案の
数々でした。教育目標達成の「豊かな心、たくましい実践」がここにも活きていると感じました。

出雲崎小学校６年生との交流会
　出雲崎小学校６年生の皆さんと議会で意見交換を行ないました。
６年生は、この日のためにたくさん調べて勉強をしてきてくれました。町の未来を担う子どもたち
の堂々とした意見発表を、とても頼もしく感じました。

１１月
12日

出雲崎中学校
　  3 年生 町づくり提案発表会 １１月

19日

これからの社会を担う若い世代との交流

　私たち議員にとっても大変参考になる、有意義な提案発表会でした。
　中学生の皆さん、ありがとうございました。
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交流会終了後、代表の方にインタビューをさせていただきました。
「意見交換をして、議員の皆さんの印象が変わりました。」
「選挙権を持つ年齢になったけれど、今までは興味が持てなかった。でも、次回の選挙は
皆さんの話をよく聞いて、投票に行きます。」と嬉しいお話が聞けました。
町の未来を担う若い人たちに、大きく期待したいと思います。

出雲崎町の魅力は？
◆出雲崎町に通うようになって、地域の皆さんがとても優しい
と感じている。登下校の際も挨拶を返してもらえて嬉しい。
見守ってくれていると感じる。
◆出雲崎駅を利用する方が、出雲崎高校の掲示板を見ていてく
れて嬉しい。
◆自然が豊かで、海も空気もきれいなところに魅力を感じる。

地元に残るために必要と感じるものは？
◆地元の魅力、良いところを積極的にアピールする。
◆商業施設や娯楽施設が駅前にあると良い。住民の意見を
聞いて、若者が住みやすい町になると良い。

若者が選挙に積極的に参加するためには
どうしたら良いか？
◆図書カードやラーメン無料券などがあると嬉しい。
◆選挙の大切さがわかるポスターや手紙などで若者に向けた
メッセージを発信。
◆候補者の意見を聞く機会がないので、学校で演説をするの
も良い。SNSを活用すると情報が入りやすいと思う。

高校生の皆さんに
聞きました

出雲崎高校生との交流会
　県立出雲崎高校の生徒さんが、町議会を訪問し交流会を行ないました。
　始めに議会の仕組みや定例会の一連の流れ等についてパワーポイントを見ながら聞いていただ
き、その後に意見交換を行ないました。
　議員一人一人に全員への質問では、「議員になって１年目はどのような目標を持って仕事をし
たか？」「議員としての立場で大切にしていることは何か？」など、高校生の皆さんから真っ直
ぐに問いかけられ、議員としての自分を振り返り、襟を正す機会となりました。

１１月
15日

これからの社会を担う若い世代との交流
新
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交流会終了後、代表の方にインタビューをさせていただきました。
「意見交換をして、議員の皆さんの印象が変わりました。」
「選挙権を持つ年齢になったけれど、今までは興味が持てなかった。でも、次回の選挙は
皆さんの話をよく聞いて、投票に行きます。」と嬉しいお話が聞けました。
町の未来を担う若い人たちに、大きく期待したいと思います。

出雲崎町の魅力は？
◆出雲崎町に通うようになって、地域の皆さんがとても優しい
と感じている。登下校の際も挨拶を返してもらえて嬉しい。
見守ってくれていると感じる。
◆出雲崎駅を利用する方が、出雲崎高校の掲示板を見ていてく
れて嬉しい。
◆自然が豊かで、海も空気もきれいなところに魅力を感じる。

地元に残るために必要と感じるものは？
◆地元の魅力、良いところを積極的にアピールする。
◆商業施設や娯楽施設が駅前にあると良い。住民の意見を
聞いて、若者が住みやすい町になると良い。

若者が選挙に積極的に参加するためには
どうしたら良いか？
◆図書カードやラーメン無料券などがあると嬉しい。
◆選挙の大切さがわかるポスターや手紙などで若者に向けた
メッセージを発信。
◆候補者の意見を聞く機会がないので、学校で演説をするの
も良い。SNSを活用すると情報が入りやすいと思う。

高校生の皆さんに
聞きました

出雲崎高校生との交流会
　県立出雲崎高校の生徒さんが、町議会を訪問し交流会を行ないました。
　始めに議会の仕組みや定例会の一連の流れ等についてパワーポイントを見ながら聞いていただ
き、その後に意見交換を行ないました。
　議員一人一人に全員への質問では、「議員になって１年目はどのような目標を持って仕事をし
たか？」「議員としての立場で大切にしていることは何か？」など、高校生の皆さんから真っ直
ぐに問いかけられ、議員としての自分を振り返り、襟を正す機会となりました。

１１月
15日

これからの社会を担う若い世代との交流　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、

11
月
18
日
に
出
雲
崎
小
学
校
と
出

雲
崎
中
学
校
を
訪
問
し
現
地
視
察

を
行
な
っ
た
。

　

説
明
員
と
し
て
曽
根
教
育
長
、

教
育
課
長
の
出
席
を
得
て
、
各
校

で
学
校
長
か
ら
学
校
経
営
方
針
と

児
童
生
徒
の
様
子
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
意
見
交
換
の
後
に
施

設
及
び
授
業
見
学
を
し
た
。

出
雲
崎
小
学
校

　
「
自
立
と
共
生
」
を
基
軸
と
し

た
教
育
目
標
達
成
の
た
め
、
重
点

目
標
に
、
自
分
を
大
切
に
し
、
他

者
を
大
切
に
し
て
自
尊
感
情
を
育

て
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
基

盤
と
し
、
社
会
の
多
様
な
変
化
に

対
応
し
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
生

き
て
い
く
た
め
の
大
切
な
力
を
養

う
と
し
て
い
る
。

　

達
成
の
た
め
に
豊
か
な
体
験
の

場
を
設
定
し
、
情
報
の
発
信
を
積

極
的
に
進
め
、
開
か
れ
た
学
校
と

し
て
保
護
者
や
地
域
住
人
を
巻
き

込
み
な
が
ら
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
く
姿
勢
に

大
変
好
感
を
覚
え
た
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
働
き
方
に
つ

い
て
も
、
年
休
が
取
り
や
す
い
環

境
作
り
を
し
、
生
活
と
仕
事
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
よ
う
配
慮
を
行

な
っ
て
い
た
。

　

校
内
の
見
学
で
は
、
今
年
度
予

算
執
行
さ
れ
た
エ
ア
コ
ン
設
置
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。
ほ
と
ん
ど

の
教
室
に
町
加
配
の
教
育
補
助

員
・
介
助
員
が
配
置
さ
れ
て
お

り
、
町
派
遣
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
町
派
遣
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
と
の
連
携
、
そ
し
て

子
育
て
支
援
「
き
ら
り
」
の
存
在

も
大
変
大
き
く
、
個
に
応
じ
た
支

援
が
可
能
な
人
的
配
慮
に
つ
い

て
、町
に
対
し
て
感
謝
が
あ
っ
た
。

　

学
校
施
設
見
学
で
改
修
改
善
の

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
点
は
、

①�

給
食
室
の
配
電
に
問
題
が
あ

り
、ブ
レ
ー
カ
ー
落
ち
が
あ
る
。

原
因
調
査
済
だ
が
、
校
舎
が
古

く
配
電
が
複
雑
な
た
め
、
難
し

い
。
頻
発
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば

方
策
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
給
食
室
の
壁
に
剥
が
れ
が

み
ら
れ
、
異
物
混
入
の
リ
ス
ク

回
避
の
た
め
に
も
改
善
が
望
ま

れ
る
。

②�

体
育
館
等
数
カ
所
の
雨
漏
り
が

あ
り
、
業
者
の
調
査
で
も
特
定

で
き
な
い
。
再
発
し
た
場
合
に

は
、
再
調
査
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

③�

ほ
な
み
が
丘
に
つ
い
て
は
、
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ま
か
な
い
き
れ
な
い

伐
採
や
倒
木
処
理
、
安
全
ロ
ー

プ
の
設
置
な
ど
が
今
後
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
急
を
要
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応

で
整
備
し
た
手
洗
い
用
自
動
水
栓

に
破
損
が
多
く
み
ら
れ
、
応
急
処

置
で
使
用
で
き
て
い
る
が
、将
来
、

修
繕
の
必
要
が
出
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。

出
雲
崎
中
学
校

　

小
学
校
と
同
様
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
、
人
と
関
わ

る
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
る
。

創
立
50
周
年
を
機
に
、
出
雲
崎
に

根
付
く
「
心
耕
」
の
精
神
こ
そ
が

学
校
教
育
目
標
の
「
た
く
ま
し
い

実
践
」
を
通
し
て
「
豊
か
な
心
」

を
醸
成
す
る
も
の
と
し
て
、自
律
・

慈
愛
・
挑
戦
を
合
い
言
葉
に
取
組

ん
で
い
る
。

　

学
力
面
で
は
英
語
の
学
力
に
課

題
が
あ
る
も
の
の
、
公
設
学
習
塾

の
英
検
コ
ー
ス
設
置
や
家
庭
学
習

の
増
加
な
ど
改
善
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
小
学
校
と
同
様
に
、
教
育
補

助
員
・
介
助
員
の
手
厚
い
配
置
で

Ｔ
・
Ｔ
や
少
人
数
で
の
個
別
の
支

援
が
可
能
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

町
か
ら
環
境
整
備
に
細
か
く
配

慮
が
あ
り
、
感
謝
の
声
が
き
か
れ

た
。

　

た
だ
近
年
、
修
学
旅
行
や
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
製
作
に
つ
い
て
は
、

旅
行
代
金
の
高
騰
や
生
徒
の
人
数

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

で
、
保
護
者
負
担
が
目
に
見
え
て

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
の
苦
悩
が

聞
か
れ
、
出
雲
崎
町
で
義
務
教
育

最
後
の
節
目
の
年
と
な
る
生
徒
・

保
護
者
に
対
し
、
可
能
で
あ
れ
ば

何
ら
か
の
支
援
策
が
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

今
後
も
学
校
現
場
や
行
政
と
協

力
し
な
が
ら
、
ま
た
地
域
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
、
出
雲
崎
の
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
・
改
善

に
さ
ら
に
努
め
て
い
き
た
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
報
告

小学校意見交換

中学校意見交換
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小
木
ノ
城
休
憩
所
ト
イ
レ

 　
　
　

 　

 

来
シ
ー
ズ
ン
の
ハ
ナ
モ

モ
の
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
、
整
備

を
急
ぐ
べ
き
と
思
う
が
、
進
捗
状
況

を
伺
う
。

 　
　
　

 　

 　

 

休
憩
所
に
は
電
気

は
通
っ
て
い
る
が
水
道
が
な
い
こ

と
、
町
指
定
文
化
財
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
基
本
的
に
掘
削
が
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
、
設
置

す
る
電
気
や
汚
物
の
処
理
な
ど
に
十

分
な
検
討
が
必
要
な
場
所
で
あ
る
。

今
年
度
中
の
予
算
確
保
、
改
善
に
向

け
改
め
て
検
討
を
進
め
調
整
す
る
。

屋
外
こ
ど
も
広
場

「
す
ま
い
る
パ
ー
ク
」

�

冬
期
間
の
活
用

 　
　
　

 　

 

開
放
時
期
が
４
月
か
ら

11
月
と
あ
る
が
、今
後
の
利
用
増
加
、

近
隣
市
町
村
へ
の
周
知
も
含
め
、
冬

期
間
の
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
開
放
に
つ

い
て
伺
う
。

 　
　
　

 　

 　

    

広
場
は
法
面
が

多
く
存
在
し
、
降
雪
と
雪
解
け
時
期

を
考
慮
し
、
遊
具
使
用
時
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
開
放
時
期
と
な
っ

て
い
る
。
き
ら
り
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
と
合
わ
せ
て
屋
外
イ
ベ
ン

ト
が
で
き
る
か
検
討
し
、
様
々
な
媒

体
を
通
じ
積
極
的
に
周
知
を
図
る
。

公
の
施
設
指
定
管
理
者

（
越
後
出
雲
崎
天
領
の
里
）の
選
定

 　
　
　

 　

 　

 

株
式
会
社
イ
ド
ム

よ
り
応
募
が
あ
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
を
実
施
し
た
。

　

運
営
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
通
過
型
か
ら

町
内
循
環
型
の
道
の
駅
へ
移
行
し
、

町
の
観
光
・
歴
史
・
文
化
を
発
信
す

る
。
町
や
町
内
企
業
、
商
店
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
循
環
効
果

の
創
出
と
し
て
、
体
験
型
商
品
の
開

発
や
近
隣
観
光
施
設
と
の
連
携
、
地

元
仕
入
れ
や
地
産
地
消
へ
の
取
組
を

推
進
す
る
。施
設
運
営
業
務
と
し
て
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
の
新
設
、
物

産
セ
ン
タ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
出

雲
崎
特
産
品
、
農
家
と
協
力
し
た
旬

の
野
菜
の
販
売
と
海
産
物
を
含
む
食

材
の
提
供
、
春
夏
秋
冬
別
に
旬
の
野

菜
と
組
み
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。「
物
産
館
」
及
び
「
食
事
・

喫
茶
処
陣
や
」
の
営
業
時
間
を
、
５

月
～
９
月
は
「
日
の
入
り
時
間
＋
30

分
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
日

本
一
の
夕
日
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
　
　

    

町
へ
の
納
付
率
は
１
％

と
し
、
提
示
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
実

現
可
能
か
を
判
断
し
た
。
納
付
率
の

変
更
は
可
能
だ
が
、
ま
ず
は
、
天
領

の
里
全
体
の
来
場
を
増
や
し
今
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

 　
　
　

 　

 

現
従
業
員
で
対
応
す
る

の
か
、
教
育
方
法
に
つ
い
て
も
伺
う
。

 　
　
　
　
　
　
　

 　

 

コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
機
能
の
具
体
的
な
内
容
は
。

 　
　
　

 　

 

時
代
館
と
石
油
記
念
館

に
つ
い
て
の
提
案
は
あ
っ
た
か
。

 　
　
　

 　

 

町
内
企
業
等
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
伺
う
。

 　
　
　

 　

 　

 

従
業
員
は
希
望
が

あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
あ
げ
る
た
め
に
数
年
を
通

し
て
研
修
を
し
て
い
く
。

　

町
の
観
光
・
歴
史
・
文
化
を
説
明

し
た
り
町
の
飲
食
店
の
紹
介
を
し
、

町
内
循
環
型
の
滞
在
の
魅
力
を
お
も

て
な
し
の
心
を
も
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
。
町
観
光
ガ
イ
ド
の
知
識
も
必
須

と
考
え
て
い
る
。

　

佐
渡
金
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

が
決
定
し
た
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

時
代
館
や
石
油
記
念
館
で
そ
れ
に
関

連
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
提
案

が
あ
っ
た
。

　

町
内
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
具
体
的
内
容
は
ま
だ
な

い
が
、
町
の
物
産
業
を
積
極
的
に
取

扱
う
内
容
で
あ
っ
た
。

 　
　
　

 　

 

提
示
さ
れ
た
内
容
が
き

れ
い
す
ぎ
て
実
現
性
を
疑
う
。
高
望

み
せ
ず
に
、
町
民
に
と
っ
て
の
最
優

先
課
題
を
明
確
に
伝
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　

    

地
元
の
産
品
を
出
し
、

地
元
に
入
り
込
む
こ
と
は
約
束
さ
れ

た
。
最
初
の
段
階
は
、
会
社
の
上
層

部
が
常
駐
し
て
陣
頭
指
揮
を
執
る
。

自
助
共
助
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 　
　
　

 　

 

災
害
発
生
直
後
か
ら
行

政
が
機
能
す
る
ま
で
の
間
、
町
民
が

自
発
的
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
訓
練

の
仕
方
を
詰
め
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
ト
イ
レ
や
食
料
の
問
題
が
大
き
い

と
思
う
が
、
町
の
認
識
を
伺
う
。

 　
　
　

 　

 

自
助
・
共
助
の
理
念
を

具
体
的
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と
は
、

今
後
の
防
災
、
減
災
の
活
動
を
促
進

し
て
い
く
上
で
重
要
だ
と
認
識
し
て

髙
桑
議
員

産
業
観
光
課
長

小
林
議
員

総
務
課
長

こ
ど
も
未
来
室
長

産
業
観
光
課
長

副
町
長

加
藤
議
員

髙
桑
議
員
・
中
田
議
員

三
輪
議
員

小
林
議
員

産
業
観
光
課
長

高
橋
議
員

副
町
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

全
員
協
議
会  

10
月
〜
12
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

屋外こども広場

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ
12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問
出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察
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雲
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流
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会

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ



い
る
。
避
難
訓
練
や
防
災
学
習
な
ど

で
重
要
性
を
繰
り
返
し
伝
え
、
広
報

紙
な
ど
で
防
災
意
識
を
高
め
た
い
。

 　
　
　

 　

 

町
政
や
議
会
の
中
、
行

政
と
議
会
の
関
係
、
住
民
と
行
政
や

住
民
と
議
会
の
中
で
迷
惑
行
為
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
事
象
が
あ
る
。
今

い
ろ
い
ろ
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る

が
、「
出
雲
崎
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

な
い
町
」
と
謳
え
な
い
か
。

 　
　
　

 　

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

等
に
関
し
て
単
独
条
例
を
制
定
し
て

い
る
自
治
体
は
、
67
団
体
、
68
条
例

あ
り
、
そ
の
内
８
割
は
議
会
に
関
す

る
条
例
で
あ
る
。
制
定
済
み
の
自
治

体
の
中
に
は
、
職
員
や
議
員
に
対
し

て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
や
、
問
題
が
表
面
化
し
た
こ
と
に

よ
り
条
例
制
定
に
至
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
る
。
当
町
で
も
今
後
そ
の
よ
う
な

事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
、
条
例
制

定
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

令
和
７
年
度
か
ら
の

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

�

ふ
れ
あ
い
の
里
の
利
用
計
画

 　
　
　

 　

 　

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部

門
に
お
い
て
は
、
介
護
予
防
に
資
す

る
事
業
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
現
行
の
事
業
を
継
続
実
施

す
る
。
ふ
れ
あ
い
の
里
は
、
新
年
度

か
ら
施
設
全
体
を
総
合
的
に
管
理
運

営
す
る
。

　

ふ
れ
あ
い
の
湯
の
基
本
利
用
料
金

の
改
定
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
小
学

生
か
ら
65
歳
未
満
が
400
円
、
65
歳
以

上
が
300
円
、
町
外
が
一
律
500
円
、
小

学
生
未
満
は
無
料
と
す
る
。
料
金
改

定
を
提
案
す
る
に
あ
た
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
施
設
機
能
強
化
や

メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
の
発
行
に
よ
る

減
免
な
ど
新
年
度
予
算
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
。

 　
　
　

   

浴
室
の
基
本
料
金
値
上

げ
は
理
解
で
き
る
が
、
年
齢
区
分
を

も
う
少
し
細
か
く
で
き
な
い
か
。

 　
　
　

 　

 

期
間
限
定
で
も
浴
室
利

用
時
間
を
延
長
で
き
な
い
か
。

 　
　
　

 　

 　

 

現
指
定
管
理
者
と

幾
度
も
検
討
し
、
近
隣
類
似
施
設
と

の
バ
ラ
ン
ス
と
オ
ー
プ
ン
時
の
も
の

を
基
本
と
し
た
検
討
結
果
で
あ
る
。

新
年
度
の
７
月
、
８
月
の
毎
週
金
曜

日
と
土
曜
日
、
計
18
回
は
19
時
ま
で

延
長
す
る
方
向
で
協
議
を
進
め
る
。

 　
　
　

 　

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
廃
止
後

の
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
介
護
予
防

事
業
の
利
用
者
の
送
迎
は
あ
る
か
。

 　
　
　
　
　
　

 

基
本
的
に
は
、
現

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
な
い
方
向

で
、
送
迎
を
含
め
て
細
部
を
詰
め
て

い
る
。

農
業
法
人
に
か
か
る

園
芸
品
目
協
議
会
の
取
組
状
況

 　
　
　

 　

 　

 

当
町
の
農
業
で
、

栽
培
が
比
較
的
容
易
で
収
益
性
が
あ

り
、
米
作
の
時
期
と
出
来
る
だ
け
被

ら
な
い
園
芸
品
目
を
選
定
し
、
農
業

法
人
や
農
業
経
営
中
心
の
方
々
が
年

間
を
通
し
て
収
益
を
得
ら
れ
る
よ
う

栽
培
方
法
や
卸
売
先
ま
で
を
具
体
的

に
検
討
し
て
い
る
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
と

ウ
ル
イ
に
つ
い
て
は
、
い
よ
い
よ
試

験
販
売
の
段
階
ま
で
き
て
い
る
。
協

議
会
の
活
動
は
今
後
農
業
法
人
が
設

立
さ
れ
る
と
、
園
芸
部
門
に
引
き
継

が
れ
る
予
定
で
、
法
人
経
営
の
片
翼

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

 　
　
　

 　

 
法
人
化
に
つ
い
て
、
農

協
を
含
め
多
く
の
方
が
分
か
ら
な
い

状
況
で
あ
る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
の

認
識
を
伺
う
。

 　
　
　

 　

 　

 

明
確
で
な
い
部
分

が
あ
り
、
外
部
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
難
し
か
っ
た
。
PR
を
し
て
活
動

を
全
面
に
出
し
て
い
き
、
協
議
会
に

加
盟
さ
れ
て
い
る
方
々
に
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
北

営
農
セ
ン
タ
ー
担
当
者
と
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
指

導
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

 　
　
　

 　

 

町
の
上
、
中
、
下
地
区

を
区
分
し
て
面
積
は
ど
の
く
ら
い

か
。
希
望
の
農
地
を
入
れ
る
と
、
土

地
改
良
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
ど
う
な
る
の
か
。

 　
　
　

 　

 　

 

活
動
範
囲
に
つ
い

て
は
限
定
し
な
い
が
、
主
に
な
る
場

所
は
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
分
散
し
て

い
る
と
効
率
が
悪
く
な
る
の
で
、
土

地
の
状
況
も
含
め
耕
作
し
や
す
い
な

ど
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
か
ら
引
き
受

け
て
い
く
と
考
え
る
。。

 　
　
　

   

ウ
ル
イ
を
試
食
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
み
ず
み
ず
し
く
美
味
し

か
っ
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
工
夫
や
レ

シ
ピ
の
紹
介
も
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
る
に
は
有
効
な
手
段
と
思
う
。

 　
　
　

 　

 　

 

今
後
、
協
議
会
の

皆
さ
ん
に
も
意
見
を
お
伝
え
し
、
提

案
し
た
い
。

大
門
町
営
住
宅

�

建
替
工
事
の
変
更
契
約

 　
　
　

 　

 

設
計
計
上
の
材
料
に
不

足
が
あ
り
、
平
屋
建
て
220
万
円
、
二

階
建
245
万
円
程
度
の
増
額
が
生
じ
た
。

工
期
に
つ
い
て
も
、
建
築
職
人
の
手

配
が
う
ま
く
い
か
ず
、
12
月
26
日
ま

で
延
長
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　

 　

 

民
間
で
あ
れ

ば
違
約
金
が
発
生
す
る
よ
う
な
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
と
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
事
案
だ
。
行
政
だ
か
ら
税
金
で
払

え
る
と
思
わ
れ
て
は
際
限
が
無
く
な

る
。
社
会
的
な
常
識
論
が
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
ほ
し
い
。

高
橋
議
員

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

島
議
員

加
藤
議
員

保
健
福
祉
課
長

髙
桑
議
員

保
健
福
祉
課
長

産
業
観
光
課
長

髙
桑
議
員

産
業
観
光
課
長

三
輪
議
員

産
業
観
光
課
長

島
議
員

産
業
観
光
課
長

建
設
課
長

宮
下
議
員
・
中
田
議
員

建替工事中の大門町営住宅

新

年

の

ご
あ
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さ
つ
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月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問
出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察
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の
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つ



■
八
手
地
区
農
村
環
境

�

改
善
セ
ン
タ
ー

ＱＱ
議
会
サ
ロ
ン
を
年
８
回
ほ
ど
行
っ
て
い

議
会
サ
ロ
ン
を
年
８
回
ほ
ど
行
っ
て
い

る
が
、
参
加
人
数
や
ど
う
い
っ
た
内
容
が

る
が
、
参
加
人
数
や
ど
う
い
っ
た
内
容
が

話
さ
れ
て
い
る
の
か
。

話
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

Ａ
毎
回
、
数
名
程
度
の
参
加
者
が
お
り
、

議
会
だ
よ
り
の
方
に
「
こ
う
い
っ
た
質
問

が
あ
り
ま
し
た
」「
こ
う
い
っ
た
回
答
を

し
ま
し
た
」
と
掲
載
す
る
が
、
ペ
ー
ジ
数

の
都
合
で
今
ま
で
載
せ
て
い
な
か
っ
た
。

12
月
定
例
会
後
の
議
会
だ
よ
り
（
本
号
）

に
て
、
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
そ
の
後
の
経
過
を
「
追
跡
」
な

ど
の
形
で
議
会
だ
よ
り
に
お
い
て
報
告
の

機
会
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ＱＱ
議
員
報
酬
の
適
正
額
に
つ
い
て
、
こ
の

議
員
報
酬
の
適
正
額
に
つ
い
て
、
こ
の

場
で
意
見
を
訊
く
よ
り
、
個
別
で
ア
ン

場
で
意
見
を
訊
く
よ
り
、
個
別
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
。
か
。

ＱＱ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
後
に
そ
れ
を
指

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
後
に
そ
れ
を
指

針
に
し
て
議
員
間
で
話
し
合
い
、
決
め
た

針
に
し
て
議
員
間
で
話
し
合
い
、
決
め
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
は

良
い
手
段
だ
と
考
え
る
。

ＱＱ
議
員
報
酬
の
問
題
に
つ
い
て
は
な
か
な

議
員
報
酬
の
問
題
に
つ
い
て
は
な
か
な

か
難
し
い
問
題
だ
と
思
う
。
今
ま
で
ど
お

か
難
し
い
問
題
だ
と
思
う
。
今
ま
で
ど
お

り
の
ま
ま
で
大
丈
夫
と
い
う
わ
け
に
も
い

り
の
ま
ま
で
大
丈
夫
と
い
う
わ
け
に
も
い

か
な
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
る
。
は
っ
き

か
な
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
る
。
は
っ
き

り
決
め
て
、
前
に
進
ん
で
は
い
か
が
か
。

り
決
め
て
、
前
に
進
ん
で
は
い
か
が
か
。

Ａ
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
会
社
に
勤
め
て

い
た
と
き
に
比
べ
れ
ば
補
償
が
少
な
い
こ

と
も
否
め
な
い
。
た
だ
、
我
々
の
報
酬
は

税
金
か
ら
き
て
お
り
、
町
民
の
意
見
を
お

聞
き
し
た
中
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

ＱＱ
イ
ノ
シ
シ
に
よ
っ
て
畑
や
山
肌
が
荒
ら

イ
ノ
シ
シ
に
よ
っ
て
畑
や
山
肌
が
荒
ら

さ
れ
て
い
る
。
土
砂
崩
れ
な
ど
の
不
安
も

さ
れ
て
い
る
。
土
砂
崩
れ
な
ど
の
不
安
も

あ
る
の
で
、
駆
除
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

あ
る
の
で
、
駆
除
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

 

Ａ
町
全
体
で
イ
ノ
シ
シ
が
増
え
て
い
る
た

め
厳
し
い
部
分
も
あ
る
が
、
町
に
は
対
応

し
て
も
ら
う
よ
う
に
伝
え
る
。

産
業
観
光
課
か
ら
の
回
答

　
　

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
町
猟
友
会
に

委
託
し
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
猟
友
会

の
皆
様
も
可
能
な
限
り
駆
除
に
努
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
当
課
と
し
て
も
で

き
る
だ
け
多
く
の
駆
除
の
た
め
、
会
員
の

技
術
向
上
研
修
経
費
も
含
め
、
更
な
る
予

算
の
確
保
に
向
け
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

ＱＱ
道
路
に
飛
び
出
し
た
樹
木
の
枝
に
雪
が

道
路
に
飛
び
出
し
た
樹
木
の
枝
に
雪
が

乗
り
、
道
路
を
ふ
さ
ぐ
危
険
性
が
あ
る
の

乗
り
、
道
路
を
ふ
さ
ぐ
危
険
性
が
あ
る
の

で
、
町
の
方
で
伐
採
す
る
な
り
し
て
ほ
し

で
、
町
の
方
で
伐
採
す
る
な
り
し
て
ほ
し

い
。
い
。

Ａ
道
路
運
行
上
、
危
険
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
管
理
者
の
責
任
に
よ
っ
て
切
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
原
則
と
し
て
地
権
者
の

財
産
で
あ
る
た
め
勝
手
に
伐
採
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
役
場
の
方
で
地
権
者
と
協

議
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
う
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
課
か
ら
の
回
答

　
　

基
本
は
所
有
者
の
責
任
で
通
行
に
支
障

と
な
ら
な
い
よ
う
に
枝
払
い
な
ど
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
道
路
の
建
築
限
界
を

出
ま
え
議
会 

２
会
場
で
開
催

　
昨
年
11
月
14
日
八
手
地
区
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
11
月
15
日
海
岸

公
民
館
に
て
、
出
ま
え
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
の
質
問
意
見
等
に
対
し

て
当
日
の
担
当
常
任
委
員
会
の
回
答
、

担
当
課
の
意
見
見
解
を
含
め
、
以
下

の
と
お
り
掲
載
い
た
し
ま
す
。

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ
12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問
出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察
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雲
崎
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年
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ご
あ
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つ



侵
し
著
し
く
通
行
に
支
障
が
あ
る
場
合
は

町
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ
役
場
に
お
願
い
し
た
こ
と
が
今
ど
の
よ

役
場
に
お
願
い
し
た
こ
と
が
今
ど
の
よ

う
に
す
す
ん
で
い
る
の
か
、
中
間
報
告
で

う
に
す
す
ん
で
い
る
の
か
、
中
間
報
告
で

も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
も
構
わ
な
い
の

も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
も
構
わ
な
い
の

で
、
見
え
る
化
し
て
ほ
し
い
。

で
、
見
え
る
化
し
て
ほ
し
い
。

 

Ａ
直
接
、
役
場
に
依
頼
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
回
答
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
行
政

側
に
話
し
を
し
て
、
い
た
だ
い
た
意
見
に

つ
い
て
は
な
る
べ
く
返
答
す
る
よ
う
に

言
っ
て
い
く
。

総
務
課
か
ら
の
回
答

　
　

町
に
対
し
て
、
要
望
等
を
い
た
だ
い
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
急
に
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
時
間

を
要
す
る
場
合
や
対
応
が
困
難
な
場
合
に

つ
い
て
も
、
必
ず
報
告
を
す
る
よ
う
に
い

た
し
ま
す
。

■
海
岸
公
民
館

ＱＱ
議
員
の
な
り
手
不
足
の
原
因
に
つ
い

議
員
の
な
り
手
不
足
の
原
因
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
原
因
は
複
数
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
報

酬
は
一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
女
性
が
立
候
補
し
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
。第
一
に
報
酬
。

年
金
等
の
社
会
保
障
不
足
。
全
体
的
な
金

銭
的
サ
ポ
ー
ト
の
不
足
。

ＱＱ
県
内
県
内
1010
町
村
の
議
会
の
報
酬
額
に
つ
い
て
。

町
村
の
議
会
の
報
酬
額
に
つ
い
て
。

Ａ
最
高
額
で
聖
篭
町
23
万
円
、
最
低
額

が
粟
島
浦
村
10
万
9
千
円
。
県
平
均
は

19
万
6
千
４
百
円
。

ＱＱ
出
雲
崎
町
の
議
会
運
営
に
必
要
な
人
員

出
雲
崎
町
の
議
会
運
営
に
必
要
な
人
員

は
何
人
と
考
え
る
か
。

は
何
人
と
考
え
る
か
。

Ａ
12
人
程
度
が
妥
当
と
考
え
る
。

ＱＱ
議
員
定
数
を
減
ら
し
て
、
そ
の
分
の
報

議
員
定
数
を
減
ら
し
て
、
そ
の
分
の
報

酬
を
議
員
報
酬
に
上
乗
せ
し
た
方
が
良
い

酬
を
議
員
報
酬
に
上
乗
せ
し
た
方
が
良
い

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

Ａ
議
員
定
数
を
減
ら
さ
な
い
理
由
が
２
つ

あ
る
。
１
つ
は
議
会
運
営
。
も
う
一
つ
は

議
員
が
少
な
く
な
れ
ば
、
執
行
部
を
監
視

す
る
機
能
が
不
足
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ＱＱ
な
り
手
不
足
に
お
い
て
、
会
社
員
と
兼

な
り
手
不
足
に
お
い
て
、
会
社
員
と
兼

業
で
き
て
い
る
議
員
も
ほ
か
の
市
に
は
い

業
で
き
て
い
る
議
員
も
ほ
か
の
市
に
は
い

る
。
議
員
を
す
る
の
に
や
め
な
け
れ
ば
な

る
。
議
員
を
す
る
の
に
や
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
め
つ
け
る
の
は
い
か
が
な
も

ら
な
い
と
決
め
つ
け
る
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。
議
会
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調

の
か
。
議
会
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調

整
等
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
な
の
で
は
な

整
等
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。

い
か
。

Ａ
実
際
に
議
員
活
動
と
の
兼
業
を
認
め
て

く
れ
る
、
理
解
の
あ
る
企
業
と
い
う
も
の

が
ま
だ
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
も
し
、

議
会
や
町
に
興
味
が
あ
り
、
会
社
か
ら
も

許
可
が
出
て
い
る
と
い
う
方
が
い
れ
ば
ぜ

ひ
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

ＱＱ
現
在
の
報
酬
で
議
員
活
動
は
で
き
て
い

現
在
の
報
酬
で
議
員
活
動
は
で
き
て
い

る
の
か
。

る
の
か
。

Ａ
兼
業
で
自
身
の
事
業
の
利
益
も
加
え
れ

ば
議
員
活
動
が
十
分
に
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
の
報
酬
だ
け
で
は
議
員
活
動

を
満
足
に
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
。

ＱＱ
佐
渡
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

佐
渡
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
観
光
ガ
イ
ド
が
非
常
に
良
い
反

を
契
機
に
観
光
ガ
イ
ド
が
非
常
に
良
い
反

響
を
得
て
い
る
。
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

響
を
得
て
い
る
。
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

う
の
で
、色
々
な
企
画
を
考
え
て
ほ
し
い
。

う
の
で
、色
々
な
企
画
を
考
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
役
場
内
に
お
い
て
も
課
が
違
う
た
め
に

別
々
に
活
動
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
お
り
、
一
緒
に
行
動
し
て
も

ら
う
こ
と
で
よ
り
よ
い
方
向
へ
持
っ
て
い

け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
こ
う
と
思
う
。

産
業
観
光
課
か
ら
の
回
答

　
　

来
町
さ
れ
る
皆
様
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
企
画
な
ど
ご
提
案
い
た
だ
き
具
体
化

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
緒
に
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
課
か
ら
の
回
答

　
　

佐
渡
島
金
山
と
町
の
歴
史
的
な
つ
な
が

り
を
歴
史
的
な
価
値
と
し
て
小
中
学
生
を

は
じ
め
町
民
や
地
域
に
発
信
し
、
よ
り
深

い
学
び
と
地
域
愛
を
育
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ
12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問
出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察
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会



ＱＱ
各
議
員
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
つ
く
る
な

各
議
員
が
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
つ
く
る
な

ど
し
て
も
ら
い
、
意
見
を
持
ち
よ
っ
て
、

ど
し
て
も
ら
い
、
意
見
を
持
ち
よ
っ
て
、

行
動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。
出
雲
崎
町
の

行
動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。
出
雲
崎
町
の

土
地
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
企
業
誘
致
や
ふ

土
地
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
企
業
誘
致
や
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
税
収
が
上
が
る
方
法
を

る
さ
と
納
税
な
ど
税
収
が
上
が
る
方
法
を

考
え
て
ほ
し
い
。
議
会
の
皆
さ
ん
に
頑

考
え
て
ほ
し
い
。
議
会
の
皆
さ
ん
に
頑

張
っ
て
も
ら
っ
て
、
町
の
税
収
を
上
げ
る

張
っ
て
も
ら
っ
て
、
町
の
税
収
を
上
げ
る

こ
と
で
、
議
員
報
酬
の
増
に
つ
な
が
る
と

こ
と
で
、
議
員
報
酬
の
増
に
つ
な
が
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
一
番
町
民
が
納
得
で
き

い
う
シ
ス
テ
ム
が
一
番
町
民
が
納
得
で
き

る
よ
う
に
思
え
る
。

る
よ
う
に
思
え
る
。

ＱＱ
ふ
る
さ
と
納
税
の
威
力
を
理
解
し
て
ほ

ふ
る
さ
と
納
税
の
威
力
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。

し
い
。

Ａ
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
開
発
・
提

供
し
、
納
税
額
が
増
え
る
よ
う
に
動
い
て

い
る
。今
後
は
一
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、

複
数
事
業
者
に
よ
っ
て
新
た
な
返
礼
品
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
考

え
て
い
る
。 

ＱＱ
こ
こ
最
近
海
岸
地
区
に
て
空
き
家
や
空

こ
こ
最
近
海
岸
地
区
に
て
空
き
家
や
空

き
地
が
非
常
に
増
え
、
町
の
雰
囲
気
が
暗

き
地
が
非
常
に
増
え
、
町
の
雰
囲
気
が
暗

い
よ
う
に
感
じ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
獅

い
よ
う
に
感
じ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
獅

子
舞
は
町
の
ひ
と
つ
の
行
事
と
し
て
、
今

子
舞
は
町
の
ひ
と
つ
の
行
事
と
し
て
、
今

後
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

後
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
高
齢
化
し
て

が
、
や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
高
齢
化
し
て

お
り
、
規
模
も
縮
小
し
て
お
り
、
や
る
気

お
り
、
規
模
も
縮
小
し
て
お
り
、
や
る
気

も
低
下
し
て
い
る
。
改
善
策
と
し
て
、
な

も
低
下
し
て
い
る
。
改
善
策
と
し
て
、
な

に
か
妙
案
が
な
い
も
の
か
。
出
雲
崎
町
を

に
か
妙
案
が
な
い
も
の
か
。
出
雲
崎
町
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
佐
渡
島
金
山
を
利
用

盛
り
上
げ
る
た
め
の
佐
渡
島
金
山
を
利
用

し
た
計
画
が
町
と
し
て
な
い
の
か
期
待
し

し
た
計
画
が
町
と
し
て
な
い
の
か
期
待
し

て
い
る
の
だ
が
、
想
像
で
も
何
で
も
い
い

て
い
る
の
だ
が
、
想
像
で
も
何
で
も
い
い

の
で
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

の
で
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
町
と
し
て
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
入
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
獅
子
舞
に
つ
い
て

も
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
を
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
若
い
力
の
あ
る
方
や

経
験
豊
富
な
方
に
議
員
に
な
っ
て
も
ら

い
、
活
性
化
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第

一
段
階
だ
と
思
う
。
活
力
あ
る
町
に
す
る

た
め
に
、
議
員
に
立
候
補
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
議
員
報
酬
を
上
げ
、

や
る
気
の
あ
る
人
が
出
て
く
れ
る
よ
う
に

私
も
願
っ
て
い
る
。

ＱＱ
「
県
高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
安
心
す

「
県
高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
安
心
す

ま
い
る
整
備
補
助
事
業
補
助
金
」
な
ど
、

ま
い
る
整
備
補
助
事
業
補
助
金
」
な
ど
、

人
づ
て
に
は
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ

人
づ
て
に
は
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
と
聞
い
て
は
い
る
の
だ
が
、

る
と
聞
い
て
は
い
る
の
だ
が
、
6565
歳
に
歳
に

な
っ
た
時
点
で
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

な
っ
た
時
点
で
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
の
か
、
更
な
る
周
知
徹
底
を

利
用
で
き
る
の
か
、
更
な
る
周
知
徹
底
を

し
て
ほ
し
い
。

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
65
歳
に
な
っ
た
時
点
で
、
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
該
当
す
る
町
民
の
方
々
に
周

知
す
る
よ
う
に
、町
執
行
部
に
伝
え
た
い
。

保
健
福
祉
課
か
ら
の
回
答

　
　

今
年
度
中
に
第
９
期
用
の
高
齢
者
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
デ
ジ
タ
ル
版
を
発
行
し
、
令
和

７
年
4
月
に
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
概
要
版
を

全
世
帯
に
配
布
。
高
齢
者
の
皆
様
に
広
く

周
知
を
図
り
ま
す
。

■�

両
会
場
に
て

�

い
た
だ
い
た
ご
意
見

○
議
員
報
酬
は
少
な
い
と
感
じ
る
。
私
個
人

と
し
て
は
10
万
円
く
ら
い
上
げ
て
も
い
い

よ
う
に
思
う
。
物
価
の
高
騰
等
に
合
わ

せ
、
４
年
に
１
回
く
ら
い
見
直
し
て
は
ど

う
か
。

〇
議
員
の
報
酬
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

大
賛
成
で
あ
る
。
皆
さ
ん
に
は
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

〇
今
後
、
103
万
の
壁
等
で
自
主
財
源
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
き
、
税
収
が
減
っ
て

い
く
中
で
、
議
会
に
は
今
の
う
ち
か
ら
議

論
を
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

〇
議
員
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
役
場
職
員
、
町

民
が
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
盛
り
立
て
ら

れ
る
よ
う
な
形
が
作
れ
れ
ば
い
い
な
と
考

え
て
い
る
。
皆
さ
ん
、
や
っ
て
い
る
と
は

思
う
が
、
結
果
が
出
な
け
れ
ば
や
っ
て
い

な
い
こ
と
と
同
じ
。
ぜ
ひ
結
果
が
出
せ
る

よ
う
に
考
え
て
、
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

総
務
課
か
ら
の
回
答

　
　

今
、
町
で
は
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
職
員
以

外
の
方
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
事
業

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
最
適
な
方

法
を
考
え
な
が
ら
、
進
め
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

〇
岐
阜
県
の
白
川
町
に
お
い
て
『CCN

et

』

が
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
遠
隔
地
見
守

り
を
行
う
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

２
年
前
に
町
に
対
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
24
時
間
見
守
り
を
こ
の
よ
う
な
会

社
と
手
を
組
み
、
全
国
の
過
疎
地
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
店
と
な
り
、
行
っ
て
は
ど
う
か
と

提
案
書
を
出
し
た
が
、
何
の
返
答
も
な

い
。
議
員
さ
ん
に
対
す
る
レ
ポ
ー
ト
に
も

書
い
て
い
る
が
、
議
員
さ
ん
か
ら
何
の
返

答
も
な
い
。

〇
観
光
に
お
い
て
視
覚
と
味
覚
が
重
要
。
出

雲
崎
町
は
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
凌
駕
す
る
目
玉

に
な
る
も
の
が
な
い
と
少
し
難
し
い
よ
う

に
思
え
る
。

※�

町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
議
会
の
新
着
情
報
」

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ
12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問
出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察
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こ
の
問
題
は
、
現
在
（
令
和
6
年

12
月
「
議
会
だ
よ
り
」
作
成
時
点
）

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
審
議

中
で
あ
り
、
本
誌
が
町
民
各
位
に
届

く
こ
ろ
に
は
、
一
定
の
方
向
性
が
出

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
今
こ
の
議
員
報

酬
等
の
審
議
が
さ
れ
て
い
る
の
か
?　

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
あ
り
ま

す
。
近
年
、
全
国
町
村
議
会
に
お
い

て
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
町
村
議

会
議
長
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
令
和

元
年
5
月
～
令
和
5
年
4
月
の
間
で

一
般
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
926
団
体

（
町
村
議
会
）
の
内
、
無
投
票
254
団

体
、
定
数
割
れ
31
団
体
と
い
う
結
果

が
出
て
お
り
、
当
議
長
会
は
、
そ
の

原
因
を
幾
つ
か
挙
げ
て
い
る
が
、
主

な
も
の
を
見
る
と

①
「
低
額
な
議
員
報
酬
」

②
「
厚
生
年
金
へ
の
未
加
入
問
題
」

③
「
休
暇
・
休
職
・
復
職
制
度
の
未
整
備
」

④
「
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
促
進
」

な
ど
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
若
者
や
女
性
、
会
社
員
な
ど
多

様
な
人
材
の
議
会
へ
の
参
画
を
意
味

し
て
い
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
②
～
④
は
制
度
的
な
構

築
が
必
要
だ
っ
た
り
、
一
般
社
会
の

変
革
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
り

で
、
当
議
長
会
と
し
て
は
、
①
「
低

額
な
議
員
報
酬
」
の
項
目
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
「
議
員
報
酬
の
適
正

化
」
に
つ
い
て
、
全
国
の
各
町
村
議

会
に
対
し
て
検
討
見
直
し
を
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
し

た
。

　

出
雲
崎
町
議
会
も
御
多
分
に
漏
れ

ず
、
「
低
額
な
議
員
報
酬
」
を
理
由

に
議
員
の
な
り
手
不
足
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
議
員
報
酬
の
見
直
し

に
着
手
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

出
雲
崎
町
議
会
は
、
平
成
の
大
合

併
で
揺
れ
動
い
て
い
る
と
き
、
単
独

町
政
を
選
択
し
た
当
町
に
は
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
の
減
額
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
を
見
越
し
て
、
平
成
16
年
4

月
経
費
節
減
の
名
の
も
と
に
議
員
報

酬
な
ど
を
減
額
改
正
し
た
ま
ま
、
20

年
間
に
わ
た
り
今
日
ま
で
据
え
置
い

て
き
て
い
ま
す
。
昨
今
の
物
価
高
騰

や
職
員
大
卒
初
任
給
の
引
き
上
げ
状

況
等
を
考
慮
す
る
と
、
町
議
会
議
員

を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
後

も
議
会
報
特
別
委
員
会
と
し
て
、
本

件
に
つ
い
て
動
向
を
見
守
り
な
が
ら

随
時
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議員報酬の適正化は
　　　　どうなるの?

議会最前線

町村議会議員研修会（新潟市）

新

年

の

ご
あ
い
さ
つ
12
月
定
例
会
10
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問
出
雲
崎
小
学
校

交

流

会

出
雲
崎
高
校

交

流

会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

出
ま
え
議
会

議
会
サ
ロ
ン

行
政
視
察
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議会サロンで様々な意見をいただきました。
令和６年12月まで

議会サロン今後の予定
町議会では、町民の皆さまの
ご意見・ご要望等をお聞きす
る『議会サロン』を開催して
います。担当議員２名が皆さ
まをお待ちしています。ぜひ、
お越しください。

議員のなり手不足について、若い世
代からも立候補できるように報酬を
引き上げてはどうか。

尼瀬１区に防潮堤を
つくってほしい。防潮
堤ができればいろい
ろ活用できるのでは
ないか。

町のPRに工夫が
足りない。スポー
ツの対外試合など
に着るユニホーム
に紙風船をあしら
うなど、その費用
に 補 助 を 出 し 、
PRすることも手
法ではないか。

町道脇ののびた草で
通行に危険が伴う。
定期的にパトロール
して必要に応じて対
処してほしい。

出雲崎大祭の
神輿の担ぎ手がいない。
祭り継続のことを
　　考えると困る。

地域おこし協力隊が
一人も定住していな
い。その原因を探り、
今後に活かすべき。

区長制度はなり手が
いないところもあり、
改革が必要なのでは。

町のHPで良寛牛乳は削除すべき。町の
PR動画に映っている女児の映像が様々
なところの宣伝に使われている。町独
自の映像の方が良いのでは。

　　 交通安全、
火の用心の標語は全戸
配布しても活用されて
いない。経費節約の面
     から見直ししては。

風力発電について、
町の認識はいかに。

町
の
概
要

町
の
概
要

　

辰
野
町
は
、
長
野
県
の
県
央
に
位
置
し
、

上
伊
那
郡
（
６
町
村
）
の
北
部
に
位
置
し

て
い
る
。
本
州
の
中
心
を
称
す
る
町
の
一

つ
で
人
口
は
１
万
８
千
人
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
が
数
多
く
生
息
す
る
自
然
に
囲
ま
れ
た

町
で
あ
る
。

移
住
・
定
住
対
策
と
空
き
家
対
策
に

移
住
・
定
住
対
策
と
空
き
家
対
策
に

つ
い
て

つ
い
て

　

ま
ず
、
移
住
・
定
住
対
策
と
し
て
、
移

住
相
談
を
県
や
広
域
連
合
主
催
の
相
談
会

で
の
出
展
、
都
内
で
の
マ
ル
シ
ェ
を
開
き

町
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る

と
の
説
明
を

受
け
た
。
長

期
・
短
期
の

移
住
体
験
施

設
と
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
お
試

し
滞
在
に

よ
っ
て
、
移

住
希
望
者
と
移
住
希
望
先
の
地
区
と
の
関

係
づ
く
り
と
移
住
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
醸

成
し
て
い
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
に
は
22
組 

が
施
設
、
制
度
を
利
用
、
9
組
が
移
住
し
、
令

和
６
年
度
に
お
い
て
も
研
修
時
点
で
１
名 

の
移
住
と
２
組
が
物
件
選
定
中
で
あ
っ
た
。

　

次
に
空
き
家
対
策
と
し
て
、
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
に
あ
た
り
町
が
現
状
を
確
認
し

た
上
で
地
元
の
不
動
産
業
者
に
情
報
を
伝

え
担
当
事
業
者
を
選
定
し
て
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
実
績
は

令
和
５
年
度
ま
で
273
件
の
登
録
と
199
件
の

成
約
と
な
っ
て
お
り
、
成
約
率
は
73
％
と

高
水
準
で
あ
っ
た
。

所
見
所
見

　

１
日
か
ら
１
年
間
ま
で
ニ
ー
ズ
に
あ
わ

せ
た
移
住
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
で
移
住

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
仲
介
料
支
援
な

ど
が
移
住
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

町
の
概
要

町
の
概
要

　

南
箕
輪
村
は
、
辰
野
町
と
同
じ
上
伊
那

郡
の
属
す
る
県
央
南
部
の
町
で
、
人
口
が

昭
和
50
年
８
千
人
か
ら
令
和
６
年
12
月
時

点
１
万
６
千
人
へ
と
増
え
て
お
り
、
将
来

的
に
も
人
口
が
増
加
す
る
と
の
推
計
が
で

て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
南
箕
輪
村
で

は
人
口
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
村
の
存

続
に
つ
な
が
る
も
の
と
の
考
え
か
ら
、
子

育
て
に
優
し
い
村
と
し
て
「
働
く
母
親
が
、

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

の
充
実
」
に
重
点
を
お
い
て
い
た
。

　

生
後
２
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
1
日
預

か
っ
て
の
温
泉
施
設
へ
の
招
待
、
食
事

の
提
供
と
育
児
相
談
を
行
い
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
も
ら
う
事
業
、
再
就
職
支
援
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
特
に
再
就
職
に
お
い
て
は

令
和
５
年
度
で
は
54
人
の
相
談
と
37
人
の

再
就
職
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
、
就
労
後
の

フ
ォ
ロ
ー
も
行
っ
て
お
り
、
成
果
を
挙
げ

て
い
る
。

　

子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に
応

じ
る
「
す
く
す

く
は
う
す
」
や

子
供
や
子
育
て

に
か
か
る
人
が

交
流
で
き
、
子

供
相
談
室
や
放

課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
併
設
し
た

「
子
供
館
」、
療

育
の
た
め
の
施

設
と
し
て
「
た
け
の
こ
園
」
が
整
備
さ
れ

る
な
ど
、
制
度
だ
け
で
な
く
設
備
面
に
お

い
て
も
き
め
細
や
か
に
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

所
見
所
見

　

子
育
て
支
援
に
い
ち
早
く
力
を
入
れ
、

口
コ
ミ
が
広
が
っ
た
こ
と
、
土
地
・
上
下

水
道
料
金
が
安
く
、
高
速
道
路
へ
の
接
続

も
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
支
援
な
し

で
も
若
い
世
代
が
移
住
し
て
い
る
と
感
じ

た
。
当
町
に
お
い
て
も
、
今
ま
で
以
上
に

子
育
て
支
援
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�

行行

視視

報報

政政

察察

告告

11/27

11/28

長
野
県
　
辰た
つ
野の

町ま
ち

長
野
県
　
南み
な
み 

箕み
の
輪わ
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ら

出
雲
崎
町
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藤
　
修
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議会サロンで様々な意見をいただきました。
令和６年12月まで

議会サロン今後の予定
町議会では、町民の皆さまの
ご意見・ご要望等をお聞きす
る『議会サロン』を開催して
います。担当議員２名が皆さ
まをお待ちしています。ぜひ、
お越しください。

議員のなり手不足について、若い世
代からも立候補できるように報酬を
引き上げてはどうか。

尼瀬１区に防潮堤を
つくってほしい。防潮
堤ができればいろい
ろ活用できるのでは
ないか。

町のPRに工夫が
足りない。スポー
ツの対外試合など
に着るユニホーム
に紙風船をあしら
うなど、その費用
に 補 助 を 出 し 、
PRすることも手
法ではないか。

町道脇ののびた草で
通行に危険が伴う。
定期的にパトロール
して必要に応じて対
処してほしい。

出雲崎大祭の
神輿の担ぎ手がいない。
祭り継続のことを
　　考えると困る。

地域おこし協力隊が
一人も定住していな
い。その原因を探り、
今後に活かすべき。

区長制度はなり手が
いないところもあり、
改革が必要なのでは。

町のHPで良寛牛乳は削除すべき。町の
PR動画に映っている女児の映像が様々
なところの宣伝に使われている。町独
自の映像の方が良いのでは。

　　 交通安全、
火の用心の標語は全戸
配布しても活用されて
いない。経費節約の面
     から見直ししては。

風力発電について、
町の認識はいかに。

開催日 場　　所 時間 担当議員

２月22日（土） ホッと情報館 
陽だまり

午前10時
～正午 三 輪　 正 小林玲子

※３月の議会サロンは３月定例会があるため、開催しません。
　次回開催日は後日お知らせいたします。
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表
紙
小
話

の

　ま
ゆ
玉
飾
り

　北
国
街
道
妻
入
り
会
館
で
、
小
正

月
恒
例
の
ま
ゆ
玉
飾
り
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
立
派
な
枝
振
り
の
ミ
ズ
キ

に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
赤
・

白
・
緑
の
餅
を
つ
け
、
縁
起
物
の
鯛

や
小
判
な
ど
に
加
え
、
出
雲
崎
ら
し

く
紙
風
船
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　危
険
の
な
い
よ
う
、
数
人
が
力
を

合
わ
せ
て
天
井
に
し
っ
か
り
と
結
わ

え
て
吊
る
し
、
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
新

春
ら
し
い
ま
ゆ
玉
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
妻
入
り
会
館
で
は
、

天
神
様
、
雛
飾
り
つ
る
し
雛
の
展
示

が
続
き
、
４
月
中
旬
ま
で
華
や
か
に

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　毎
号
、
表
紙
に
は
い
く
つ
か
候
補

に
な
る
写
真
を
撮
り
ま
す
が
、
冬
休

み
最
後
の
週
末
、
き
ら
り
の
様
子
も

ご
紹
介
し
ま
す
。
天
候
も
あ
っ
て
、

多
く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
一
緒
に
「
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん

だ
」
を
し
て
体
を
動
か
し
、
た
っ
ぷ

り
遊
ん
で
子
ど
も
た
ち
は
大
満
足
で

し
た
。

んみ な の 声

編

集

後

記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震

か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
と
ん
で

も
な
い
幕
開
け
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
穏
や
か
な
年
明
け
の
よ
う
で

す
。

　
さ
て
、
今
回
本
誌
に
掲
載
し
ま
し

た
、
議
員
の
報
酬
の
適
正
化
記
事
を

お
読
み
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。

　
議
会
と
し
て
、
約
20
年
ぶ
り
に
議

員
報
酬
等
の
見
直
し
に
着
手
し
て
お

り
ま
す
。
詳
細
は
本
誌
21
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
巳
年
と
い
う
こ
と
で
、

何
か
と
お
金
に
縁
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
た
一
方
で
は
蛇
は

脱
皮
を
繰
り
返
し
て
大
き
く
な
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
と
っ

て
、
今
年
一
年
が
飛
躍
の
年
に
な

り
、
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
川
　
豊
）

佐々木　宥 哉 さん

放課後こども教室
“寺子屋”で町のこどもたちに
勉強を教えています！

インタビュー
しました！

　
委
員
長
　
　
石
川 

　
豊

　
副
委
員
長
　
髙
桑 

佳
子

　
委
　
員
　
　
島 

明
日
香

　
委
　
員
　
　
小
林 

玲
子

　
委
　
員
　
　
中
田 

孝
信

議
会
報
特
別
委
員
会

さ さ き ゆ う や
尼瀬

冬休み最後の「きらり」
での週末

出雲崎の好きなところや
「あったらいいな」と思うものはありますか
　景色が好きです。特に海岸に沈む夕日を見るのが好きで、
大学の帰りに車を停めて写真を撮ることもあります。
　 海岸地域はお店も少なく、夜になるととても暗いです。
コンビニやドラッグストアがあると、利便性も向上すると思
います。

寺子屋教室で講師をされていかがですか
　児童に教えると同時に、自分自身にとっても学びの場になっ
ています。小学生の感性は新鮮で、彼らの視点から物事を感
じることで、新しい発見がたくさんあり、とても面白いです。

若い方が選挙に関心をもつためのアイディアを教
えてください
　若者が集まりやすい場所に投票所を設置することはいかが
でしょう。大学やショッピングモールなど、若者が頻繁に訪
れる場所に臨時の投票所を設けることで、選挙へのハードル
が下がり、政治をより身近に感じることができると思います。
また、オンライン投票など選択肢が増えれば、場所や時間の
制約がなくなるため、投票率向上につながるのではないかと
期待しています。

昨年は成人の祝いでしたね！
同級生にメッセージをお願いします
　中学卒業以来、会うことができなかった友人や担任の先生
と話すことができて嬉しかったです。またみんなで集まりた
いという気持ちが強くなりました。会えなかった同級生にも
会いたいです。また都合が合う時に、ぜひ出雲崎で会いましょ
う！ただ、次の幹事は誰かしてください…
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